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平成22年度　大阪学芸中等教育学校1次B入学試験　算数　問題用級

E]次の口にあてはまる数を求めなさい｡

(1) 28÷4-((12-3×3汗1)÷2-⊂コ

(2) (11‡-i)×‡) ÷0･25-⊂コ

(3) (1213×2･31･2×3123･1×4)÷‡→312×2- ⊂コ

(4) (去×□+‡)÷o･45-普

(5) 8%の食塩水300gに水200gを入れると[二二コ%の食塩水になります｡

(6) 9で割ると7余り､ 8で割ると6余り､ 6で割ると4余る数のうち､ 2010に一番近い数は[:=コです｡

(7)周凶が2.4kmの池の周りをAくんは1時間20分で､ Bくんは2時間で1周します.このとき2人が同時に同

じ場所から反対向きに出発すると[:=コ分後に～土桧います｡

(8) G中学校の1年生は135人で､男子の‡が､女子の‡がクラブに入っています｡クラブに入っていない人の

男女の人数の比は3 : 2です｡クラブに入っている生徒は男女あわせて⊂=コ人です｡

(9)図のアは⊂=コ度です｡

(10)図の展開図を組み立てたとき立体の体積は[=コcm3になります｡

ヽ､ヽ 

恩　A※Bは､整数Aを整数Bで割ったときの′J灘第1位の数をあらわすものとします｡

例えば､ 3-ン4-0.75だから､ 3※4-7となります｡このとき､ [==コにあてはまる整数を求めなさい｡

(1) 30※8-⊂=コ

(2) 9※(28※6)-[=二コ

(3) (7※⊂==])一一(10※4)-1

(4) (20※7)※(3※[=コ)-1
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B] Aくんは自転車で図書館へ行き､本を返したあと､行きの2倍の速さで家に帰りました｡ BくんはAくんと同時に

家を出て､歩いて図書館に向かいました｡下の図は､ 2人が出発してからの時間(分)と家からの距離(m)の関係を

示したグラフです｡このとき､次の問いに答えなさい｡

(1) Aくんの行きの速さは分速何mですか｡

(2)匡]にあてはまる数はいくらですか｡

(3) AくんとBくんは家から何mのところで

出会いましたか｡

距離(m)

12　　　18 匡1　　30時間(分)

閲　図の四角形ABCDは平行四辺形です｡

また､点Eは､ AE:ED-2:1である点で､点Fは､対角線ACと直線BEの交点です｡また直線BEと直線CDの

交点をGとします｡ DHの長さは6cm､三角形GEDの面積は12cm2です｡このとき､次の問いに答えなさい｡

(1)四角形EBCDの面積は何cm2ですか｡

(2)三角形ABFの面積は何cm2ですか｡

(3) EDの長さは何cmですか｡
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平成22年度　大阪学芸中等教育学校1次B入学試験　算数　解答用紘

(1) ��(2) ��(3) ��(い ��

(5) ��(6) ��(7) ��(8) ��

(9) ��(10) ��

二∃

※□

※[コ

※Eコ+※Ej -※
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(※のらんには何も書かないこと)

合計 



F_i

※⊂コ

旧j

※ [=コ
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平成22年度　大阪学芸中等教育学校1次B入学試験　理科　問題用舵

Ⅷ　ァサガオについて､次の問いに答えなさい｡

(1)アサガオの葉が､光を利用して養分をつくるはたらさを調べるために次の実験をしました｡下にその手順を示して

ありますが､正しい手順どおりに書いてありません｡後の問いに答えなさい｡

【実験手順】

(7)つみとった葉を熱い湯につける｡

相　葉をヨウ素液にひたす｡

(ウ)葉のついたアサガオを1日暗室に入れておく｡

回　あたためたアルコールにひたす｡

帥　その日の午後2時に葉をつみとる｡

(カ)早朝からアサガオに日光を十分にあてる｡

囲　洗い流すために熱い湯につける｡

ただし､用いた葉には緑色の部分と白い部分があります｡

(丑　実験手順を正しい順番にならびかえて､記号で答えなさい｡

②　実験手順の(イ)を行うとどのような変化がみられますか｡葉の緑色の部分と白色の部分について､それぞれ答え

なさい｡

③　実験手順の柳を次の日の早朝に行い､実験手順の川を行うと葉の緑色の部分と白色の部分にはほとんど変化が

みられませんでした｡このことから考えられることを述べた次の文の空らん(A)と(B)に､あてはまる語句を

答えなさい｡

｢葉で作られた養分は､ ( A )の間にくさや根に( B )する｡｣

④　植物が養分をつくるはたらさには､光のほかにある気体が必要です｡その気体を答えなさい｡

(2)次に､ 200本のアサガオを育てました｡そこで､ 1日のうちで光が当たっている時間の長さと花をつけた数につい

て調べました｡その結果が右の表です｡

この実験から､アサガオはどのような場合に花を

っけると考えられますか｡次のア～オからすべて適

び､記号で答えなさい｡

ア.昼間の長さが短くなってきたら花をつける｡

ィ.昼間の長さが長くなってきたら花をつける｡

ウ.夜の長さが短くなって善たら花をつける｡

エ.夜の長さが長くなってきたら花をつける｡

オ.昼､夜の長さに関係なく花をつける｡

光が当たっている時間の長さ(時間) �H/�,(*�+ﾙ�B曳ｲ��

ll �#���

12 �#���

13 �#���

14 ��#��

15 塔��

16 ���

17 ���

18 ���

E]次の(1)～(3)の問いに答えなさい｡
とうめい

(1)下の図は､夏至､春分､秋分､冬至の口に､北緯35度の日本のある地点で､透明半球上に太陽の通り道を記録した
じくかたむ

ものです｡ただし､地軸は､公転面に対して垂直な線より23.4度傾いています｡

①　Bの方位を4万位から選んで答えなさい｡

②　春分の日､冬至の日の記録はどれですか｡図｢｢lのア～クから

それぞれ選び､記号で答えなさい｡

③　図のア～クの日､太陽の南中高度はそれぞれ何度ですか｡

のぺおか

(2)宮崎県延岡市(東経134度)で太陽は正午に南中しました｡北
わっかない

海道稚内市(東経141度)では何時に南申しますか｡
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1

(3)経線は､地球を北極と南極を結ぶ線で360度にわった縦の線をいい､基準になる経線は､イギリスの旧グリニッジ

天文台を通る経線(0度)です｡図は地球を北極側から見たものです｡東経135度の日本標準時が1月21日午前10時

のとき､アメリカのデンバー(西経105度)では何月何日何時ですか｡

0度

中心は北極を表します｡

B]同じ大きさで-様な板をできるだけ大きくずらして積み上げていくとき､何枚まで積み上げられるかを調べるため

に､太郎くんは次の実験1-3をしました｡後の問いに答えなさい｡ただし､答えが割り切りれない場合は､小数第

二位を四捨五入して､小数第一位まで答えなさい｡

【実験1】
はしはな

図1のように､長さが20cmで一様な板の両端を支柱A､ Bで水平に支えました｡支柱Aは板と離れないように固

定して､支柱BをAにゆっくりと近づけました｡

支柱A　　　　　　　　　支柱B

図1

かたむ

(1)板が傾きだすのは､支柱Bが支柱Aから測って何cmのところにきたときですか｡

【実験2】

図2のように､長さが20cmで一様な板を二枚重ね､上の板の右端から10cmのところに下の板の右端がくるよう

にずらして､下の板の両端を支柱A､ Bで水平に支えました｡支柱Aは下の板から離れないように固定して､支柱B

をAにゆっくりと近づけました｡

支柱A

図2

(2)板が傾きだすのは､支柱Bが支柱Aから測って何cmのところにきたと卓ですか｡

-26-



【実験3】

図3のように､長さが20cmで-様な板を三枚重ね､上から数えて一枚目の板の右端から10cmのところに二枚目

の板の右端がくるようにずらし､さらにこの二枚目の板の右端から5cmのところに､三枚目の板の右端がくるよう

にずらしました｡三枚目の板の両端を支柱A､ Bで水平に支えました｡支柱Aは三枚目の板から離れないように固定

して､支柱BをAにゆっくりと近づけました｡

支柱B

図3

(3)板が傾きだすのは､支柱Bが支柱Aから測って何cmのところにきたときですか｡

らん

(4)太郎くんは実験の結果を次のようにまとめました｡下の文の①～③の空欄にあてはまる語句または数値を入れ

て､文を完成させなさい｡

実験のまとめ
いちよう

板のように､重さが一様で大きさのある物体を水平につり合わすことのできる点を( ① )といいます｡

机の端に一枚の板を置くとき､板の( ① )が机の上からはみ出さなければ､板は机から落ちずに静止させ

ることができるといえます｡

次に､実験2と3から板を何枚か重ねて積み上げていきます｡板をできるだけ大きくずらしながら積み上げ

るには､上から数えて一枚目の板の( ① )のところに二枚目の板の右端がくるようにずらし､さらにこの
く

二枚目の板は一枚日と二枚目をあわせた( ① )が､三枚目の板の右端がくるように･･･､が繰り返されてい

ればいいことがわかりました｡

図4のように､長さ20cmの板をできるだけ大きくずらし､一番下の板を板の右端から2cmだけ机からはみ

出させて積み上げていきます｡すると､ ( ② )枚重ねると板が傾きはじめました｡そのとき､一番上にあ

る板の右端は机から( (杏) cmはみ出しています｡

机からはみ出してるところ



固　食品請謁や医薬品の原料として炭酸アンモニウムという物質が用いられています｡この炭酸アンモニウムを加熱

すると､水､気体X､気体Yの3つの物質が生じました｡気体Xは､石灰水を白くにごらせる性質をもつことがわかっ
しげきしゅう

ています｡また､気体Yは､刺激臭をもち､塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの加熱によって得られる気体であ

ることがわかっています｡炭酸アンモニウムを次の図の装置で加熟し､発生した気体を緑色のBTBよう液の入った

フラスコA､ Bに順に通すと､それぞれ異なる変色をしました｡これについて後の問いに答えなさい｡

(1)上の図のように､試験管の口を下げながら加熱するのはなぜですか｡次のア～エから選び､記号で答えなさい｡

ア.発生した気体がガラス管から出やすくするため｡

ィ.炭酸アンモニウムを3つの物質に変化させやすくするため｡

ウ.生じた水により､試験管がこわれるのを防ぐため｡

工.ガスバーナーで加熟しやすくするため｡

(2)フラスコA､ B内のガラス管のようすはどのようになっていますか｡次のア～エからそれぞれ選び､記号で答え

なさい｡

イウエ

≡二･二三~:=-"~

(3)気体X､気体Yはそれぞれ何ですか｡

(4)気体X､気体Yの集め方として最も適切なものはどれですか｡次のア～カからそれぞれ選び､記号で答えなさい｡

ウ　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　カ

(5)次の文の( ① )～( ④ )にあてはまる語句を答えなさい｡ただし､ ( ① )､ ( ③ )には､｢Ⅹ｣ま

たは｢Y｣を入れなさい｡

発生する気体Xと気体Yでは､ -･方が他方に比べ､非常に水にとけやすいため､ 1つElのフラスコAでは気体

( ① )が主に吸収されて( ② )色となり､ 2つ目のフラスコBでは､気体( ③ )が吸収されて( ④ )

色となる｡
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平成22年度　大阪学芸中等教育学校1次B　入学試験　理科　解答用紙

(= 版��

→一一一>-→一一う.ー 

② ��ﾉ�h,ﾉYIZ｢�
白色の部分 

③A;B 刧C 

(2) ��

(1) ���②春分の日 劔7韋ｨ,ﾉ?｢�
③ア ���42�刄E 

皮 儂r�剴x 

(2) 倬饂｢�茶2��月日時 

(1) �6ﾒ�(2) �6ﾒ�(?) �6ﾒ�

(4) 嫡B�② 僉 

(1) ��(2) ��� �"� 

(3) �ﾒ� 葡� 茶B��Ⅹ ��葡���

(5) 宙披� ��� �"� 刧C � 

(※のらんには何も書かないこと)
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平成22年度　大阪学芸中等教育学校1次B入学試験　社会　問題用紘

[丑　下の地図を見て､後の問いに答えなさい.

(1)地図中Aの県庁所在地には世界有数のコンテナ基地を持つ人工島がつくられています｡六甲アイランドともう1つ

は何ですか､その名称を答えなさい｡

(2)下の表ア～工は､ 4つの農作物に関して都道府県別生産量の割合をまとめたものです｡ア～エにあてはまる農作物

名をそれぞれ答えなさい｡

ア(2006年) 刄C(2005年) 刄E(2005年) 刄G(2005年) 

北海道 鉄B���和歌山 ��r�"�千葉 免ﾂ�2�山梨 �#R紕�

佐賀 ��B���I ��b縒�茨城 ���縒�長野 ��B繧�

A 湯綯�静岡 ��"絣�B 唐�"�山形 湯絣�

愛知 �2紕�熊本 唐纈�福島 途縒�C 澱綯�

長崎 ��繧�長崎 途紕�栃木 途�2�福岡 釘纈�

(単位: %｡ 『日本のすがた2008』より)

(3)下の表は地図qIC･E･F･ lの県の県別工業出荷額をまとめたものです｡表中の(あ) ～ (え)と地図中C･ E･

F ･ lの組合せとして正しいものを､次のア～カから1つ選び､記号で答えなさい｡

(あ) �(い) �(ラ) �(え) 

輸送用機械 �#s��輸送用機械 �"ﾃ�Sb�輸送用機械 ��ﾃ#S"�鶴 ��yw�ｴ�､"�1,071 

鉄鋼 塔��鉄鋼 ��ﾃ#cb�鉄鋼 ��ﾃ��R�鉄鋼 �728 

石油製品 �3�"�石油製品 ��"�石油製品 ��ﾃc�b�石油製品 �1,464 

化学工業 鼎s��化学工業 �33r�化学工業 ��ﾃ##��化学工業 �1,716 

総計 �2ﾃs3��総計 唐ﾃSs��総計 唐ﾃ#途�総計 �6,657 

(単位:十億円｡数値は全て2006年o 『データブック　オブ･ザ･ワールド2009年版』より)

ア. (あ)

ィ. (あ)

ウ. (あ)

工. (あ)

オ. (あ)

カ. (あ)

-　C　　　(い) -　E　　　(う)一　F

- 1　　(い) -　E　　　(ラ) -　C

-　F　　　(い) -　E　　　(ラ) - l

-　E　　　(い) -　C　　　(う) -　F

I l　　　(い) -　C　　　(ラ) -　E

-　F　　　(い) -　C　　　(う) - l
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(え)一l

(え) -　F

(え) -　C

(え) - 1

(え) -　F

(え) -　E



(4)地図中Gの県では､降水量が少ないため水不足がよく起こります｡この県でため池をつくることと合わせて水不足

対策として行われていることを､下の語句を使って説明しなさい｡

〔香川用水･隣の県〕

(5)地図中Aの県とHの県を結ぶ本州四国連絡橋のうち､ Hの県にかかる橋の名称を漢字で答えなさい｡

(6)地図中｣の県で行われている促成栽培とはどのような農業ですか､説明しなさい｡

E]下の地図を見て､後の問いに答えなさい｡

(1)地図中①･②の湾で養殖されている魚介類のうち､もっとも生産量の多いものをそれぞれ答えなさい｡

(2)地図中③は2001年の水揚げ量が全国3位の漁港です｡この漁港の名前を答えなさい｡

(3)地図中④の都市で作られている伝統工芸品として正しいものを､次のア～エから1つ選び､記号で答えなさい｡

ア.津軽ぬり　　　　ィ.将棋駒　　　　ク.曲げわっぱ　　　　エ.南部鉄器

(4)地図中のⅩからYの方向へ移動するとき､ 2つの川と3つの山地(山脈･高地)を下に示した順に通過します｡

空らん(あ) ･ (ラ) ･ (え)にあてはまる語句をそれぞれ漢字で答えなさい｡

X　⇒ (あ)川　⇒ (い)山地　⇒ (ラ)山脈　⇒ (え)川　⇒ (お)高地　⇒　Y

(5)東北4火祭りのうち､地図中Zの県で行われているものを､次のア～エから1つ選び､記号で答えなさい｡

ア.七夕祭り　　　　ィ.竿灯祭り　　　　ク,ねぶた祭り　　　　工.花笠祭り
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B]次の文章を読んで､後の問いに答えなさい｡

人間の経済活動とどうしても切り離せないのが､お金です｡日本においても､様々な通貨が流通しましたが､歴史の

移り変わりのなかで､その使われ方を見ていきましょう｡

①日本と大陸とのつながりは､古代から行われていましたが､ ②7世紀には､遣惰使がおくられて､中国の進んだ制

度や文化を取り入れようとしました｡ ③日本で最も早い時期に造られた通貨は､ 8世紀の初頭ではないかと考えられて

吏旦互.これもやはり､進んだ文化を持つ中国の重畳の通貨にならったもので､銀･鋼の両銭がありました｡

ようやく発行された日本の通貨ですが､残念ながらあまり流通しませんでした｡使用できる地域が都周辺に限られた

こと､人々の朝廷に対する信頼がとぽしかったこと､時がたっにしたがって､国産の銅を確保できなくなったことなど

が原因とされています｡結局､ ⑤10世紀に発行された乾元大宝を最後に朝廷は通貨を発行するのをやめてしまいました｡

⑥平安時代の後期の⑦12世紀以降､国内経済の活発化にともない通貨の必要性が高まるなかで､ ⑧中国などとの貿易

を通じて流入してきた多種類の通貨がそのまま日本でも用いられるようになりました｡

⑨室町時代中期から江戸時代までに､外国から入ってきた通貨だけでは､国内経済の拡大により増大した通貨の必要

量を満たすことができませんでした｡そのため､民間で私的に製造された通貨も流通するようになりました｡

天下を統一した⑲豊臣秀吉は､ ⑪全国の鉱山を直接支配して大量の金銀を確保し､新たに金銀貨を発行しました｡こ

れは､ ⑫徳川家康による全国的な通貨の統一のさきがけとなりました｡

⑬明治政府は､ ⑭ヨーロッパ各国にならった近代国家建設のため､江戸時代の複雑な通貨制度の改革にとりかかり､

⑮1871年に新貨条例を制定して､円･銭･厘の10進法単位とする新しい通貨を発行しました｡

(1)下線部(丑に関連して､写真1は､福岡県の志賀島でLli土した､中国の皇帝からある国にあたえられたと考えられて

いる金印です｡ ｢ある国｣を漢字で答えなさい｡

(2)下線部②の時代についてのべた次の文を読み､ ㈱･(B)の問いに答えなさい｡

唐にならつた国づくりを目指して坦里杢旦皇壬は､(イ)らとともに蘇我氏を滅ぼし､新しい政治の仕組 

みをつくる改革を始めました.rll大兄皇子は即位して(ウ)天皇となると､全国の戸籍をつくるなど､改 

新の政治を進めましたo(ウ)天皇の没後､あとつぎをめぐる壬申の乱に勝って即位した(エ)天皇は､ 

天皇の地位を高め､新しい政治のしくみを､強力につくり上げていさましたo 

㈲　下線部(ア)の人物が､百済救援のために朝鮮半島に軍隊をおくり､ 663年に新羅･唐に敗北した戦いを漢字で答え

なさい｡

(B)空らん(1)･(ウ)･回にあてはまる人名を漢字で答えなさい｡

(3)下線部③の通貨と考えられるものを､次のア～エから1つ選び､記号で答えなさい｡

そうなん

(4)下線部④から､何度も遭難し盲目になりながらも遣唐使にともなわれて来日し､唐招提寺を創建した憎の名前を漢

字で答えなさい｡

(5)下線部⑤には､日本では国風文化が花開いていました｡この時期の成立ではないものを､次のア～工から1つ選び､

記号で答えなさい｡

ア. 『古今和歌集』　　ィ. 『竹取物語』　　ウ.平等院鳳風堂　　工.東大寺正倉院
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(6)下線部⑥について､藤原氏はどのようにして､摂政や関白といった地位につき､政治の実権をにぎったのかを簡単

に説明しなさい｡

(7)下線部(彰におこったことで､誤っているものを次のア～エから1つ選び､記号で答えなさい｡

ア.保元･平治の乱で勝利をおさめた平氏は源氏をおさえて政治の実権をにぎった｡

ィ.源頼朝は守護･地頭を全国に設置し､征夷大将軍となって鎌倉に幕府を開いた｡

ウ.源義家が前九年･後三年の役で勝利をおさめて､関束の武士の信頼を高めた｡

エ.後白河法皇の近臣が､鹿ヶ谷で平氏政権を打倒しようとして計画を立てた｡

(8)下線部⑧の平安後期に行われた貿易の相手国であった中国の王朝を漢字1字で答えなさい｡

(9)下線部⑨の時､南北朝を統一した3代将軍がおこなったことはどれですか｡正しいものを次のア～工から1つ選び､

記号で答えなさい｡

ア.六波羅探題を設けて朝廷を監視させた｡

ィ.大輪田泊を修築して瀬戸内海航路を整備し､中国との貿易をさかんにした｡

ウ.京都の北山に鹿苑寺金閣を建てた｡

エ.幕府から認められた宋印状を持った朱印船に､大陸との貿易を行わせた｡

(10)下線部⑲がおこなったこととして､誤っているものを次のア～エから1つ選び､記号で答えなさい｡

ア.実際に耕作する農民に土地の桝作権を認め､石高に応じて年貢を納めさせた｡

ィ.農民から刀･弓･やり･鉄砲などの武器を取り上げた｡

ウ.大陸進出の足がかりをつくるため､朝鮮に大軍をおくり多くの被害をあたえた｡

工.禁教令を出して､キリスト教徒を迫害した｡

(li) F線部⑪のなかでも､世界遺産にも登録された石見銀山が有名です｡この銀山がある県を漢字で答えなさい｡

(12)下線部⑫が開いた江戸幕府における外国との交流について､誤っているものを次のア～エから1つ選び､記号で答

えなさい｡

ア.朝鮮とは正式な国交があり､外交･貿易は対馬の宗氏を仲介して行われた｡

ィ.中国とは国交はなかったが､長崎でさかんに貿易は行われた｡

ウ.イギリスとは長崎の出島で幕府の管理のもとで貿易が行われた｡

工.蝦夷地の松前藩は､幕府からアイヌとの交易独占権を認められた｡

n3)下線部⑬において行われた条約について､ア～エのできごとを年代の古い順に並べ替え､記号で答えなさい｡

ア.ポーツマス条約　　ィ.樺太･千島交換条約　　ク. T関条約　　エ.ベルサイユ条約

(14)下線部⑭について､欧米各国と条約上で対等の地位となったのは1911年の関税自主権の回復でした｡この時の日本

の外務大臣の名前を漢字で答えなさい｡

(15)下線部⑮と同じ年に行われた､古い幕藩体制を解体し全国を明治政府の直接統治とした改革を漢字4字で答えなさ

い｡
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(1) ��

(2) �4��イ �4R�エ 

(3) ��

(4) ��

(5) ��

(6) ��

(1) 班��② 茶"�� 

(3) ��

(4) 宙*���ﾂ�(う)山脈 宙*b��ﾂ�

(5) ��

(1) 俛��

(2) 僵��の戦い 嫡"��(Jf)(r>)(i) 

(3) ��(4) ��(5) �5"�

(6) ��

(7) ��(8) ��茶鋳� 忠jb� 

(ll) 侈r�茶�"�� 茶�2��一･･一>→→ 

(14) ��個 ��

(※には何も記入しないこと)
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平
成
二
十
二
年
度
　
大
阪
学
芸
中
等
教
育
学
校
一
次
B
　
入
学
試
験
　
国
語
　
問
題
用
紙

※
解
答
す
る
と
き
は
'
句
読
点
や
記
号
も
す
べ
て
字
数
に
数
え
ま
す
｡

日
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
､
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
｡

し

ゃ

め

ん

お

れ

山
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
､
花
粉
が
も
わ
も
わ
降
っ
て
-
る
｡
降
り
注
ぐ
花
粉
で
'
山
の
斜
面
は
真
っ
黄
色
だ
｡
作
業
が
終
わ
る
夕
方
に
は
､
俺
た

①

.

.

ド

.

ち
は
衣
を
ま
ぶ
し
て
あ
げ
る
ば
か
り
に
な
っ
た
フ
ラ
イ
み
た
い
な
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
｡

い

わ

お

は

だ

清
一
さ
ん
と
巌
さ
ん
は
､
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
た
目
も
と
以
外
は
'
肌
が
見
え
な
い
完
全
防
備
だ
｡
手
ぬ
ぐ
い
で
耳
ご
と
頭
を
包
ん
で
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ

お
お

ト
を
か
ぶ
り
､
鼻
か
ら
下
も
手
ぬ
ぐ
い
で
覆
う
｡
そ
の
下
に
は
も
ち
ろ
ん
､
花
粉
用
の
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
い
る
｡
花
粉
が
入
る
の
を
防
ぐ
た
め
'

そ

で

ぐ

ち

す

そ

袖
口
や
裾
を
さ
ら
し
で
巻
-
ほ
ど
の
念
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
｡

ね

ん

ま

-

ひ

ふ

｢
粘
膜
だ
け
じ
ゃ
な
-
'
な
ん
だ
か
皮
膚
ま
で
か
ゆ
い
ん
で
す
よ
｣

｢
ほ
ん
に
な
あ
｡
今
年
は
量
が
多
い
で
｣

よ

う

ほ

う

か

　

　

　

　

　

か

っ

こ

う

　

　

　

　

　

　

き

ゅ

う

け

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

ぶ

ろ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

②

1

_

.

_

_

_

_

1

.

ド

ゲ
リ
ラ
か
養
蜂
家
か
と
い
う
恰
好
で
､
二
人
は
休
憩
時
間
に
ぼ
や
き
あ
う
｡
ヨ
キ
と
三
郎
じ
い
さ
ん
と
ノ
コ
は
'
花
粉
が
降
ろ
う
が
槍
が
降
ろ
う
が

お

く

か

ぜ

お
か
ま
い
な
し
だ
｡
俺
は
､
鼻
の
奥
が
熟
-
､
頭
が
ぼ
ん
や
り
す
る
な
'
と
思
っ
て
い
た
｡
風
邪
で
も
引
い
た
の
か
な
'
と
｡

じ

し

ん

す

ぎ

か

ん

ば

つ

風
邪
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
､
地
震
が
き
っ
か
け
で
判
明
し
た
｡
そ
の
と
き
'
俺
た
ち
は
西
の
山
深
-
に
入
っ
て
､
三
十
年
生
の
杉
を
間
伐
し
て
い

た
｡じ

ゅ

れ

い

こ

樹
齢
が
二
十
年
を
超
え
た
森
は
､
だ
い
た
い
五
年
お
き
に
間
伐
L
t
良
質
の
材
に
な
り
そ
う
な
木
だ
け
を
残
し
て
い
-
｡
間
伐
し
な
い
と
木
が
密
集

た

が

さ

ま

た

し
す
ぎ
て
'
お
互
い
の
生
育
の
妨
げ
に
な
る
し
日
も
当
た
ら
な
い
｡
か
と
い
っ
て
､
間
伐
し
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
｡
特
に
ヒ
ノ
キ
は
'
日
当
た
り
が
よ

か

す

ぎ

る

と

枯

れ

て

し

ま

う

ら

し

い

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ⅷ

ど
の
木
を
僻
郎
し
,
ど
の
木
を
残
す
か
､
判
断
は
む
ず
か
し
い
.
立
地
と
枝
ぶ
り
な
ど
を
見
て
､
相
可
和
樹
引
｣
と
思
え
る
木
を
残
す
｡
五
十
年
生
､

七
十
年
生
の
大
木
に
す
る
た
め
に
｡

ち

ょ

-

げ

き

す

で
も
'
間
伐
対
象
に
な
っ
た
木
が
ダ
メ
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
｡
そ
の
木
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
､
ほ
か
の
木
は
雨
や
風
の
直
撃
を
受
け
ず
に
済
ん
だ
の

だ
L
t
適
度
な
日
当
た
り
を
確
保
で
き
た
の
だ
し
､
土
は
豊
か
に
な
っ
た
ん
だ
｡
そ
れ
に
'
三
十
年
生
と
も
な
れ
ば
､
間
伐
し
た
木
も
材
木
と
し
て

し

ゅ

っ

か

出
荷
さ
れ
る
｡

き

た

お

俺
は
､
ど
の
木
を
間
伐
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
し
､
実
際
に
伐
倒
で
童
る
ほ
ど
の
技
術
も
な
い
の
で
､
切
り
倒
し
た
木
を
運
ぶ
係
だ
っ
た
o

む

だ

｢
昔
は
'
皮
も
無
駄
に
は
せ
な
ん
だ
｣

と
､
三
郎
じ
い
さ
ん
は
言
っ
た
｡
｢
四
月
か
ら
九
月
の
あ
い
だ
は
'
す
る
す
る
っ
と
皮
が
む
け
る
ん
や
｣

｢
十
月
か
ら
三
月
ま
で
は
､
皮
は
む
け
な
い
ん
で
す
か
?
｣

よ
ゆ
ろ
ノ

｢
む
け
ん
な
｡
あ
っ
た
か
い
あ
い
だ
は
､
木
が
生
長
す
る
や
ろ
?
　
皮
も
余
裕
を
も
っ
て
､
ち
ょ
っ
と
浮
い
と
る
ん
や
な
｡
け
ど
冬
に
な
っ
た
ら
あ
か

し

は

ん
｡
生
長
を
止
め
た
幹
に
､
皮
が
締
ま
っ
て
貼
り
つ
い
て
し
ま
う
で
な
｣

④
そ
う
い
う
仕
聖
に
気
づ
い
た
丑
㌃
ひ
と
っ
十
え
ら
い
も
ん
だ
な
∴
く
要
し
て
る
0

1
.
人
_
I

三
郎
じ
い
さ
ん
は
小
さ
な
銘
を
使
っ
て
'
伐
倒
し
た
杉
の
丸
太
か
ら
'
器
用
に
皮
を
は
い
で
み
せ
た
｡
茶
色
-
ご
つ
ご
つ
し
た
皮
の
下
か
ら
'
つ
や

ま

ほ

う

か

お

た

だ

よ

や
か
な
幹
の
中
身
が
魔
法
み
た
い
に
現
れ
る
｡
新
鮮
な
木
の
香
り
が
漂
っ
た
｡

｢
む
い
た
皮
の
量
で
､
ど
ん
だ
け
伐
倒
し
た
か
数
え
て
な
｡
そ
れ
に
応
じ
て
賃
金
を
も
ら
っ
た
も
ん
や
｣

｢
い
ま
は
皮
を
む
か
な
い
ん
で
す
か
?
｣

た

つ

じ

ゅ

よ

う

か

ん

そ

う

｢
め
っ
た
に
む
か
ん
｡
焚
き
付
け
に
木
の
皮
を
使
う
こ
と
も
な
-
な
っ
て
'
需
要
が
な
い
で
な
｡
皮
を
む
く
と
乾
燥
し
て
'
材
に
ヒ
ビ
が
入
る
可
能
性

も
高
-
な
る
か
ら
｣

し

は

ら

現
在
で
は
､
中
村
林
業
の
給
料
は
出
来
高
制
で
は
な
-
､
山
に
何
日
入
っ
た
か
で
計
算
さ
れ
る
｡
も
ち
ろ
ん
､
技
術
と
経
験
に
応
じ
て
､
支
払
わ
れ

⑤

　

　

　

　

　

　

-

る
額
は
ち
が
っ
て
-
る
｡
見
習
い
の
俺
は
､
た
ぶ
ん
ヨ
キ
の
給
料
の
三
分
の
一
に
も
満
た
な
い
は
ず
だ
｡
そ
れ
で
も
､
金
が
も
ら
え
る
だ
け
あ
り
が
た

い
｡
ヨ
半
の
仕
事
の
四
分
の
一
も
､
俺
は
満
足
に
こ
な
せ
て
い
な
か
っ
た
｡

い

っ

し

ょ

か

つ

三
郎
じ
い
さ
ん
と
一
緒
に
､
皮
が
つ
い
た
ま
ま
の
丸
太
を
運
び
､
斜
面
に
組
み
あ
げ
る
｡
生
木
っ
て
の
は
'
す
ご
く
重
い
｡
｢
う
ま
く
担
げ
ば
､
た

い
し
た
こ
と
あ
ら
へ
ん
｣
と
三
郎
じ
い
さ
ん
は
言
う
が
､
俺
は
ど
う
し
て
も
よ
ろ
つ
い
て
し
ま
っ
た
｡

ふ

し

た

が

ち

が

1
番
下
の
丸
太
が
地
面
に
触
れ
な
い
よ
う
､
枝
や
葉
っ
ぱ
を
敷
き
､
互
い
違
い
に
組
む
よ
う
に
丸
太
を
積
ん
で
い
く
｡
そ
の
ま
ま
百
日
ぐ
ら
い
乾
燥

か
わ

さ
せ
る
｡
乾
い
て
軽
-
な
っ
て
か
ら
､
丸
太
は
や
っ
と
山
か
ら
運
び
下
ろ
さ
れ
る
の
だ
そ
う
だ
｡

は

な

り

ゅ

う

ぽ

く

少
し
離
れ
た
斜
面
で
は
､
清
一
さ
ん
が
間
伐
す
る
木
を
選
ん
で
い
た
｡
立
木
の
皮
を
錠
で
少
し
は
い
で
'
印
が
わ
り
に
す
る
｡
ヨ
キ
と
巌
さ
ん
が
､

印
の
つ
い
た
木
に
ロ
ー
プ
を
か
け
る
｡
伐
倒
す
る
と
き
は
必
要
に
応
じ
て
ロ
ー
プ
を
引
っ
張
り
､
木
が
倒
れ
る
方
向
を
調
節
す
る
｡

斜
面
に
生
え
た
木
を
'
ど
う
い
う
順
番
で
､
ど
の
方
向
へ
伐
倒
す
る
か
｡
そ
れ
を
決
め
る
の
は
､
作
業
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
'
伐
倒
し

-
･
3
.
E
:
)
-



ト

:

.

I

し
ん
け
ん

た
木
を
運
ぶ
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
､
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
そ
う
だ
｡
ヨ
キ
ま
で
が
'
め
ず
ら
し
-
真
剣
な
表
情
で
働
い
て
い
る
｡
た
ま
に

清
一
さ
ん
が
'
三
郎
じ
い
さ
ん
に
意
見
を
求
め
た
｡
三
郎
じ
い
さ
ん
は
い
つ
も
的
確
に
判
断
を
下
し
､
指
示
を
出
し
た
｡

(

　

中

　

　

略

　

)

た

い

ひ

お

の

ふ

伐
倒
す
る
木
よ
り
も
上
の
斜
面
に
退
避
し
､
斧
を
振
る
う
ヨ
キ
の
背
を
見
つ
め
る
｡
ヨ
キ
は
伐
倒
す
る
ま
え
に
必
ず
､
倒
す
角
度
を
三
回
宣
言
し
た
｡

※｢
追
い
こ
ま
1
㌧
　
追
い
こ
ま
-
､
追
い
こ
ま
-
｣

｢
ほ
い
さ
-
｣

り

ょ

う

か

い

と
俺
た
ち
は
返
す
｡
了
解
し
た
､
安
全
な
場
所
に
い
る
か
ら
､
い
つ
で
も
伐
倒
し
て
い
い
ぞ
､
と
い
う
合
図
(
だ
｡

ヨ
キ
な
ら
ば
安
心
だ
け
ど
'
伐
倒
す
る
も
の
の
技
術
が
未
熟
な
場
合
'
宣
言
し
た
と
お
り
の
角
度
へ
木
が
倒
れ
る
と
は
限
ら
な
い
｡
そ
う
な
る
と
､

一
緒
に
仕
事
す
る
も
の
は
'
命
が
い
-
つ
あ
っ
て
も
足
り
な
い
だ
ろ
う
｡

え

た

た

ヨ
キ
は
次
に
､
斧
の
柄
で
二
回
へ
　
幹
を
叩
い
た
｡

｢
あ
れ
は
､
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
ん
す
か
?
｣

-
せ

｢
ヨ
キ
の
癖
や
な
｣

あ
い
さ
つ

三
郎
じ
い
さ
ん
は
笑
う
｡
｢
大
木
を
切
る
と
き
は
､
あ
あ
や
っ
て
神
さ
ま
に
挨
拶
す
る
ん
や
o
『
今
か
ら
切
ら
し
て
も
ら
い
ま
す
』
て
な
o
　
叩
-
こ
と

く

う

ど

う

で
､
幹
に
空
洞
が
あ
る
の
か
わ
か
る
と
き
も
あ
る
｡
ま
､
今
日
ぐ
ら
い
の
細
い
木
を
切
る
と
き
は
必
要
な
い
作
法
や
け
ど
'
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ん
の
や

ろ
｣

す

ひ

ぴ

こ

ず

え

ゆ

い
よ
い
よ
ヨ
キ
が
呼
吸
を
整
え
､
斧
を
構
え
る
｡
カ
ー
ン
､
カ
ー
ン
と
'
斧
が
幹
に
食
い
こ
む
澄
ん
だ
音
が
山
に
響
-
｡
梢
が
揺
れ
､
木
は
ゆ
っ
-

お

ね

り
と
尾
根
側
へ
倒
れ
て
い
っ
た
｡
周
囲
の
木
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
ま
っ
た
-
な
い
｡

な
か

ヨ
キ
の
伐
倒
を
感
心
し
て
眺
め
て
い
た
ら
､

⑥
終
日
ド
ぅ

｢
な
に
か
妙
や
｣

と
三
郎
じ
い
さ
ん
が
言
っ
た
｡
そ
の
瞬
間
'
地
面
が
揺
れ
た
｡
木
が
倒
れ
た
と
き
の
地
響
き
か
と
思
っ
た
の
だ
が
､
ち
が
っ
た
｡

｢
地
震
だ
-
｣
さ

け

し

ん

ど

と
俺
は
叫
ん
だ
｡
震
度
三
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ろ
う
け
れ
ど
'
山
で
体
験
す
る
揺
れ
は
大
き
-
感
じ
ら
れ
た
｡

｢
し
ゃ
が
ん
ど
れ
-
｣

お

と

っ

さ

三
郎
じ
い
さ
ん
が
俺
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
押
さ
え
つ
け
る
｡
清
一
さ
ん
と
巌
さ
ん
は
､
幹
に
印
を
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
｡
巌
さ
ん
は
噌
畦
に
梢

か

く

に

ん

ど

な

を
見
上
げ
て
揺
れ
を
確
認
し
､
清
一
さ
ん
は
怒
鳴
っ
た
｡

に

｢
ヨ
キ
､
逃
げ
ろ
-
｣

.

つ

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑦

　

　

　

ー

ヨ
キ
は
ち
ょ
う
ど
､
新
た
な
木
に
斧
を
打
ち
込
ん
だ
ば
か
り
だ
っ
た
｡
切
れ
こ
み
が
入
っ
て
不
安
定
に
な
っ
た
木
が
'
地
震
で
あ
ら
ぬ
向
き
に
倒
れ

し

た

じ

も

･

つ

か

か
か
っ
た
ら
下
敷
き
に
な
っ
て
し
ま
う
｡
揺
れ
が
本
格
的
に
な
る
ま
え
に
､
ヨ
キ
は
猛
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
斜
面
を
駆
け
あ
が
っ
て
き
た
｡

み

う

ら

か

む

さ

り

(
三
浦
し
を
ん
『
神
意
な
あ
な
あ
日
常
』
に
よ
る
)

(
語
注
)

※
追
い
こ
ま
-
･
･
･
伐
倒
す
る
方
角
を
表
す
言
葉
の
一
つ
で
､
右
斜
め
上
方
に
倒
す
こ
と
｡

E
　
-
⑥
｢
妙
｣
･
⑦
｢
あ
ら
ぬ
｣
の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
､
そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら
選
び
､
記
号
で
答
え
な
さ
い
｡

⑥
｢
妙
｣

㊨
　
神
秘
的
だ

◎
　
お
か
し
い

⑳
　
静
か
だ

㊧
　
め
ず
ら
し
い

⑦
｢
あ
ら
ぬ
｣

⑳
　
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

◎
　
正
反
対
の

⑳
　
思
い
も
よ
ら
な
い

㊧
　
問
題
が
多
い

0
　
-
①
｢
衣
を
ま
ぶ
し
て
あ
げ
る
ば
か
り
に
な
っ
た
フ
ラ
イ
み
た
い
な
あ
り
さ
ま
｣
と
あ
り
ま
す
が
､
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

1

で
す
か
｡
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
｡

I

3

6

-



㊧　⑳　⑳　㊨

弾き矢　雪　雨

a
 
I
②
｢
花
粉
が
降
ろ
う
が
槍
が
降
ろ
う
が
｣
は
｢
口
が
降
ろ
う
が
槍
が
降
ろ
う
が
｣
を
も
じ
っ
た
表
現
で
す
｡
元
の
言
い
回
し
の
口
に
入
る
語

二

と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
､
次
の
中
か
ら
選
び
'
記
号
で
答
え
な
さ
い
｡

㈲

　

1

③

㊨◎⑳㊧

｢
こ
れ
な
ら
｣
と
あ
り
ま
す
が
､
こ
れ
に
続
-
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
､
次
の
中
か
ら
選
び
､
記
号
で
答
え
な
さ
い
｡

他
の
木
の
生
育
を
妨
げ
な
い
だ
ろ
う

五
十
年
後
も
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う

間
伐
し
て
も
問
題
な
い
だ
ろ
う

将
来
良
質
の
材
に
な
る
だ
ろ
う

皿
　
-
④
｢
そ
う
い
う
仕
組
み
に
気
づ
い
た
昔
の
ひ
と
っ
て
､
え
ら
い
も
ん
だ
な
｡
よ
-
観
察
し
て
る
｣

よ
う
な
仕
組
み
に
気
づ
い
た
の
で
す
か
〇
　
四
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
｡

と
あ
り
ま
す
が
'
昔
の
ひ
と
は
何
の
ど
の

㈲
　
-
⑤
｢
見
習
い
の
俺
｣
と
あ
り
ま
す
が
､

Ⅲ
　
｢
俺
｣
が
見
習
い
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
一
文
を
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
か
ら
さ
が
し
､
最
初
の
五
字
を
ぬ
き
出
し
な
さ
い
｡

3
　
｢
俺
｣
　
の
目
に
は
｢
ヨ
キ
｣
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
ま
す
か
｡
仕
事
ぶ
り
と
能
力
の
二
点
に
注
目
し
て
三
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
｡

日
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
､
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
｡

い

っ

し

ょ

け

ん

め

い

の

進
化
の
原
理
を
考
え
る
時
に
'
｢
一
所
懸
命
や
る
と
'
そ
の
通
り
に
な
る
｣
と
説
明
す
る
人
が
い
る
｡
ゾ
ウ
は
､
水
を
飲
も
う
と
鼻
を
伸
ば
し
て
い

る
う
ち
に
,
口
且
に
な
っ
た
｡
キ
リ
ン
は
,
葉
っ
ぱ
を
食
べ
よ
う
と
酢
僻
び
し
て
い
る
う
ち
に
､
[
且
に
な
っ
た
o
鳥
の
祖
先
は
,
飛
ぼ
う
と

羽
ば
た
い
て
い
る
う
ち
に
'
日
が
生
え
た
o

じ

加

ち

ゅ

う

す

う

【
ア
】
脳
は
､
確
か
に
意
欲
に
導
か
れ
て
変
化
す
る
｡
脳
の
回
路
全
体
の
指
揮
者
役
と
言
え
ば
前
頭
葉
だ
が
'
中
で
も
自
我
の
中
枢
で
あ
る
前
頭
前
野

は
､
そ
の
時
々
の
欲
望
に
従
っ
て
様
々
な
脳
回
路
の
活
動
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
｡

【
イ
】
だ
か
ら
こ
そ
'
音
楽
家
緩
摘
守
者
の
脳
は
､
雛
に
音
楽
家
の
脳
に
な
っ
て
い
-
｡
筆
者
の
脳
､
宗
の
脳
'
職
人
の
脳
｡
そ
れ
ぞ
れ
の

脳
が
､
生
ま
れ
つ
き
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
意
欲
を
持
っ
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
､
少
し
ず
つ
変
化
し
て
個
性

を
開
花
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
｡

【
ウ
】
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
脳
は
変
わ
る
｡
そ
れ
は
確
か
だ
が
､
そ
も
そ
も
､
な
ぜ
あ
る
意
欲
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
で
あ
る
｡
人
生
に
お

i

:

,

'

い
て
一
番
組
ほ
は
'
実
は
意
欲
を
持
つ
｡
と
で
あ
る
O
成
功
体
験
紳
博
腰
桶
順
ほ
ほ
圧
日
昌
だ
け
指
摘
る
が
'
そ
の
よ
う
な

脳
の
学
習
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
生
か
し
き
る
こ
と
は
な
か
な
か
に
む
ず
か
し
い
｡
教
育
の
要
諦
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
L
t
　
哲
学
的
に
言
え
ば
､
果
た
し

て
｢
自
由
意
志
｣
は
あ
る
の
か
な
い
の
か
と
い
う
間
題
に
も
つ
な
が
る
｡

【
エ
】
｢
進
化
｣
に
つ
い
て
考
え
る
と
､
別
の
論
点
が
出
て
-
る
｡
個
人
の
人
生
の
中
で
､
意
欲
に
導
か
れ
t
J
@
笥
の
は
良
い
と
し
て
､
そ
れ

こ

う

つ

か

く

と

く

い

で

ん

が
世
代
を
超
え
て
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
る
の
か
｡
生
き
て
い
る
中
で
身
に
つ
け
た
性
質
(
獲
得
形
質
)
　
の
遺
伝
は
基
本
的
に
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
現
代
の
進
化
生
物
学
に
お
い
て
'
あ
る
世
代
で
身
に
つ
け
た
こ
と
は
､
次
世
代
の
脳
に
直
接
受
け
継
が
れ
な
い
'
と
さ
れ
る
｡

※

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

え

い

き

ょ

う

り

ょ

く

こ
こ
で
､
文
化
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
す
る
｡
遺
伝
子
を
通
し
て
直
接
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
に
せ
よ
'
文
化
の
影
響
力
を
受
け
た

小

Y

･

エ

{

学
習
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
伝
わ
り
得
る
し
､
ま
た
実
際
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
は
､
自
分
た
ち
の
夢
見
る
音
楽
を

追

求

す

る

こ

と

で

､

｢

ピ

ー

ー

ル

ズ

の

脳

｣

　

に

な

っ

た

｡

後

期

の

　

『

レ

ッ

ー

･

イ

ッ

ト

･

ピ

ー

』

や

『

ザ

･

ロ

ン

グ

･

ア

ン

ド

･

ワ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

･

ロ
ー
ド
』
と
い
っ
た
楽
曲
は
,
そ
の
よ
う
に
し
て
特
性
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
脳
が
到
達
し
た
､
鄭
賢
し
相
磯
堀
を
伝
え
て
い
る
O

と
う
た
つ

⑤

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
後
か
ら
来
る
バ
ン
ド
は
､
そ
の
地
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
.
遺
伝
子
を
通
し
て
伝
わ
る
わ
け
で
は
な
い
.
文
化
を

し
て
受
け
取
る
の
で
あ
る
｡
こ
う
し
て
､
音
楽
を
と
ん
が
ら
せ
る
と
い
う
意
志
は
､
受
け
継
が
れ
て
い
-
｡
｢
音
楽
の
鼻
｣
　
の
よ
う
な
も
の
が
仮
に
あ

る
と
す
れ
ば
､
｢
音
楽
の
オ
ア
シ
ス
｣
か
ら
水
を
飲
む
た
め
に
､
そ
の
鼻
は
ぐ
ん
ぐ
ん
長
-
な
る
｡

文
化
と
い
う
､
遺
伝
子
を
通
さ
ず
に
性
質
を
伝
え
る
装
置
の
発
明
に
よ
っ
て
､
脳
は
自
ら
意
欲
す
る
場
所
に
進
化
し
て
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
人

類
の
一
人
ひ
と
り
か
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
,
@
自
然
か
ら
の
未
申
b
し
い
削
り
剛
で
あ
る
o

お

く

も

の

(
卦
和
禦
ち
郎
『
そ
れ
で
も
脳
は
た
く
ら
む
』
に
よ
る
)

-･･[37･･-



-

　

■

(
語
注
)

※
要
諦
…
-
大
切
な
と
こ
ろ
o

※

フ

ァ

ク

タ

1

-

-

要

因

｡

※
プ
ロ
セ
ス
-
=
･
過
程
｡

※
ビ
ー
ト
ル
ズ
･
･
･
…
1
九
六
〇
年
に
結
成
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
｡
そ
の
楽
曲
は
世
界
的
な
流
行
と
な
っ
た
｡

I
　
-
①
｢
メ
カ
ニ
ズ
ム
｣
･
④
｢
貴
地
｣
の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
'
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
､
記
号
で
答
え
な
さ
い
｡

①
｢
メ
カ
ニ
ズ
ム
｣

⑬
　
き
っ
か
け

◎
　
仕
組
み

⑤
　
能
力

㊧
　
効
果

④
｢
境
地
｣

⑬
　
精
神
的
に
満
足
し
て
い
る
状
態

◎
　
人
間
の
持
っ
て
生
ま
れ
た
能
力

⑳
　
あ
る
段
階
に
遷
し
た
心
の
状
態

か
ん
き
ょ
う

㊧
　
環
境
に
な
れ
る
た
め
の
対
応
力

○
　
∩
因
∪
～
日
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
'
そ
れ
ぞ
れ
三
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
0

8
　
-
②
｢
教
育
の
要
諦
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
｣
と
あ
り
ま
す
が
'
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
.
最
も
適
切
な
も
の
を
'
次
の
中
か
ら
選
び
､

記
号
で
答
え
な
さ
い
｡

⑮
　
意
欲
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

◎
　
意
欲
を
持
つ
こ
と

⑳
　
意
欲
を
持
た
せ
る
こ
と

㊧
　
意
欲
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

㈲
　
-
③
｢
脳
が
変
わ
る
｣
と
あ
り
ま
す
が
､
｢
脳
が
変
わ
る
｣
こ
と
は
､
ど
の
よ
う
な
こ
と
皇
息
昧
し
ま
す
か
｡
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
､

十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
｡

劫
　
-
⑤
｢
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
後
か
ら
来
る
バ
ン
ド
は
､
そ
の
地
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
｣
と
あ
り
ま
す
が
､
そ
の
バ
ン
ド
は
'

q
一
柑
H
r

ど
こ
か
ら
､
何
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
か
｡
説
明
し
な
さ
い
｡

㈹
　
-
⑥
｢
自
然
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
贈
り
物
｣
と
は
何
で
す
か
｡
本
文
中
か
ら
二
手
で
'
ぬ
き
出
し
な
さ
い
o

㈲
　
本
文
中
か
ら
次
の
一
文
が
ぬ
け
て
い
ま
す
｡
【
ア
】
～
【
エ
】
の
う
ち
'
ど
こ
に
補
う
の
か
最
も
適
切
で
す
か
｡
記
号
で
答
え
な
さ
い
｡

ぞ

く

せ

つ

ま

ち

が

…
も
ち
ろ
ん
､
こ
れ
ら
の
説
明
は
俗
説
で
間
違
い
で
あ
る
が
'
脳
に
関
す
る
限
り
､
そ
う
と
も
言
え
な
い
｡

-
1
3
8
･
-



;I.[;vL･J

日
　
例
に
な
ら
っ
て
'
上
の
字
と
下
の
字
で
全
て
熟
語
が
作
れ
る
よ
う
に
､
口
に
適
切
な
漢
字
毒
を
補
い
な
さ
い
｡

(
例
)
　
芸

(
答
え
)
　
能
(
可
能
/
芸
能
/
才
能
)

･
捌
)
□
②
□
∧
…
③
□
<
粁

･
湖
)
□
⑤
鰯
)
□

団
次
の
カ
タ
カ
ナ
を
漠
字
に
改
め
な
さ
い
(
た
だ
し
､
送
り
が
な
が
必
要
な
場
合
は
自
分
で
考
え
て
書
き
な
さ
い
)
.

①
　
毎
朝
､
覇
.
ヨ
を
飲
む
.

②
　
実
家
は
割
引
朝
日
業
を
営
ん
で
い
る
｡

か
ん
き
ょ
う

③
　
環
境
問
題
に
つ
い
て
封
す
る
｡

④
　
台
風
で
司
刊
が
倒
れ
た
｡

⑤
一
人
の
討
叫
が
現
れ
る
｡

⑥
　
判
引
J
J
ぺ
問
題
が
発
生
す
る
0

⑦
　
引
q
.
司
列
に
出
か
け
る
.

⑧
　
彼
の
口
調
は
い
つ
も
剖
ム
ー
.
刊
刊
だ
｡

⑨
　
こ
れ
は
骨
が
刺
可
叫
仕
事
だ
｡

⑳
　
新
し
く
杉
の
木
を
引
可
叫
o

-
.
3
9
I



(六) 剪囲ﾂ���(≡) 忠?���(-) 

心) �(i) �� ��(四) ��@ 

⑦ 

(六)l 宙ﾍﾂ��l(四)l(三)l(二)I(-) 

コ 

A ���

｢ 
④ 

] 
B 

C 

l l 

l l l 

(七) 

平
成
二
十
二
年
度
　
大
阪
学
芸
中
等
教
育
学
校
一
次
B
　
入
学
試
験
　
国
語
　
解
答
用
紙

-
4
(
)
･
･
-

(
※
に
は
何
も
記
入
し
な
い
こ
と
)



平成22年度　大阪学芸中等教育学校

入試問題　　模範解答

1次B日程



平成22年度　大阪学芸中等教育学校1次B入学試験　算数　解答用紘

(1) 迭�(2) ������(3) 唐�(4) �2�ｬ2�

(5) 釘繧�(6) �#��B�(7) 鼎��(8) �����

(9) 塔B�(10) 湯�

lj

※□

-‥二._ _

-49-

合計 

(※のらんには何も書かないこと)



回

(●､こ■

※□

丁!

二~~

-50-



平成22年度　大阪学芸中等教育学校1次B入学試験　理科　解答用紘

(1) 

(2) 

① 

ウ-カ-オ-ア-エ-辛-イ 

② ��ﾉ�h,ﾉYIZｩ�(閇�h,�,�.��
白色の部分変化はない 

③A夜iB移動 

アエ 

④ �?�褸峪%��b�

(1) ��{��②春分の日 劔7韋ｨ,ﾅｸ�ｲ�

イ 劍4R�

③ア ��842�刄E 

78.4度 鉄Y7���31.6度 

(2) 佻�����鱚3)Z｢�茶2��1月20日午前6時 

伸 ���6ﾒ�(2) ��V6ﾒ�(3) ��b縋6ﾒ�

(4) ���)�2�② 僉 5 �20.8 

(1) �4R�

(3) �ﾒ�二酸化炭素 

(2) ���イ �"�イ 

Y �4�988(6ｨ4��(4) �ﾒ�エ 葡�ア｣ 

(5) ���Y ���A 日 ���･Ⅹ �2�蛋 

(※のらんには何も書かないこと)

-51-

合計 



平成22年度　大阪学芸中等教育学校1次B入学試験　社会　解答用紘

(1) �7ﾈ�ｸ6x4�488�986��

(2) �4�+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�イみかん �4X,�+R�?ｩgｸ,�+R��エぶどう 

(3) �42�

(4) 凩x,ﾈﾊx,ﾈｶynﾉ�ﾈ*�.xﾘ��ﾉw��X/�諄,�,I�X/�処*(,H*ｸ,H*(.��ｲ�

(5) ��XｨYnXｻB�

(6) �y&x,斡8ﾏ8.(7(6ｨ�ｸ8ｸ6�4X5�,�,x/�y駅�+X,I�ﾉ+x/���-ⅸ�捶鳧ｯｨ/��
ずらす農業 

(1) ��,ﾘ+ﾘ,B�②かき 茶"��八戸 

(3) �4r�

(4) 宙*�俐X�9�ﾂ�(う)奥羽山脈 宙*b冉ｸ�9�ﾂ�

(5) �42�

(1) �7ｨﾙ��

(2) 僵��白村江の戦い 嫡"��(1)中臣(藤原)鎌足(ウ)天智(i)天武 

(3) �42�(4) 亊9���(5) �4r�

(6) 冖ｨ/�5hﾖ8,ﾈ*ｸ+8*ｸ,�+X,JH+ｸ,ﾈｭH,�,X*ｸ+ﾘ��/�鵁,ﾉ5hﾖ8,凛x,H,I�榎ﾒ�
を伸ばしたためo 

(7) �4R�(8) ���茶鋳�ウ 中ﾄ��エ 

(ll) �8xﾚｨﾊr�茶�"��ウ 侘"�イ-ウ-ア-エ 

(14) 傅ﾉ�ｨ��驟��個 僭�Lｹ'Xﾊr�

(※には何も記入しないこと)
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(六) 剪囲ﾂ���(≡) 忠?���(-) 

(H) 剞¥ �*ﾒ�た �*��あ (四) え 俚���r�截�["�X��-ﾒ�.｢�,��,��,��,B�*"�.����⑥ 

木 �-2�俺 劔凾｢ ⑦ 

と 儂r�た 

を �+��は 

い �*｢�た 

伐 �/��ヽ 

ラ ��"�か 劍8��

倒 �,ﾒ�ど 

木 �7��い ��
す �*��の 

の �,��間 
る �-ﾂ� 

し �,��ち 
技 �.��

術 �����*ﾒ�る �.b�

は 俶���-ﾒ�と �,"�

倭 れ て い る ○ �,R�,ﾒ�,��*"�*｢��"�
○ 亅"�と 

に 儿"�

ほ �*"�

り �,B�

つ �*"�

(六) 宙ﾍﾂ��(四) 宙���(二) 窒ﾒ��

文 化 �,H7"�5�｢�uｸ6r��ｸ8ｲ�6x5��+x*｢�.�9���ｹ�｢�+R�+ﾒ�zr�?｢�ｧ��*��.r��"�脂 悼 �8��A ���

長 い �*"�

(七) 凾ｪ 開 花 す る ,■■ ヽ_I ��

ア 劔鼻 �2�

ラ 

B 

良 い 首 

C 

負 分 た ち の 夢 見 る 立 日 楽 へ 向 か つ �,b��ｲ��,"�,��+2�

平
成
二
十
二
年
度
　
大
阪
学
芸
中
等
教
育
学
校
一
次
B
　
入
学
試
験
　
国
語
　
解
答
用
紙

難

支

均

逮

辺

･･･.5:))･--

(
※
に
は
何
も
記
入
し
な
い
こ
と
)


